
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　8903220005CC/20120321

( 科目コード：8903220005CC)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】卒業研究
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・6 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・5 年次
【担当教員】

山本 好克
古川 茂
青井 透
阿部 博
脇田 英治
野村 和広
森田 哲夫
木村 清和
谷村 嘉恵
三上 卓

【授業目標・教育方針】
５年間の一貫教育の総仕上げとして、主に環境都市工学科教員のもとで１年間の専門的研究を行う。それぞれの研究
成果については、研究報告書のまとめ方や書き方、プレゼンテーションを修得し中間ならびに本発表の形で公表する。
また、個人的な力量を養うとともに共同研究者との実験・解析・討議を通して協調性ある研究者・実務者を育成する
ことも目標の１つである。この科目から、学生には研究・開発に関する基本的能力が備わる。

【授業概要】
教員の専門研究分野が多岐にわたるため、研究内容は教員によって変わる。例えば、基礎的研究であれば教科書、講
義ノートを活用することになる。一方、先端的な研究であれば、基礎知識はもちろんのこと最新の理論までをも知識
として要求される。原則１年間研究テーマは変更できないため、４年次の「ゼミナール」を参考にして自分が研究し
たい分野を明確にしたうえで担当教員を決める必要がある。不安が残る場合は担任と相談することが望ましい。なお、
各研究室での物理的制約（設備等）から、研究室配属に関して最終的に担任指導が行われることもあるが、原則、学
生間での円滑な調整が行われることを期待している。

【教科書・教材・参考書 等】
各教員の判断による。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし

【成績評価方法】
［前期］通年で評価する。
［後期］中間と本発表予稿集、卒研報告書の到達度（レベルあるいは完成度）、１年間の研究態度が 70%、およびプレ
ゼンテーション能力、質疑応答での態度等を全教官で確認（プレ評価）して 30%％で評価を行う。

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．
○ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力
(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
(f) 日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力および国際的に通用するコミュニ
ケーション基礎能力
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【授業計画】（授業名：卒業研究）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 2006 年度のテーマ
第 1 回 （山本）

・群馬県の土砂災害とその要因について
・群馬県吾妻川における中和事業の改善に関する検討

第 1 回 （古川）
・ＲＣはりの炭素繊維シート補強における作業性の改
善
・産業廃棄物を用いた高流動コンクリートの開発
・混和剤を用いた普通コンクリートの初期の向上
・発泡ビーズを用いた軽量コンクリートの性状改善

第 1 回 （青井）
・し尿処理場と下水処理場でのミネラル投入によるバ
チルス化優占化試験
・神流川「瀬と淵を取り戻す実験」における水生昆虫
の食性調査
・資源循環システムを用いた西湖底泥浚渫物の分離回
収と有効利用
・連作障害抑止型バチルス菌優占土壌改良材の試作試
験

第 1 回 （阿部）
・気圧式水圧計の液状化模型実験への適用
・軽石の環境材料化に関する実験的検討
・超小型遠心載荷実験装置による地盤破壊メカニズム
の検討

第 1 回 （脇田）
・構造物の動的挙動の逆解析
・重回帰分析による都市の利用形態の解析
・フラクタル次元を用いた橋の景観評価
・言語の音声解析

第 1 回 （野村）
・都市における公共交通のネットワーク評価
・駐車違反取締りにおける民間委託の有効性

第 1 回 （森田）
・文化活動が街の活性化に及ぼす影響に関する研究
・グラフ理論を用いた最適バスルート探索～新前橋周
辺地区を対象として～

第 1 回 （木村）
・実道アスファルト舗装におけるわだち掘れによる　
骨材の移動解析
・有限要素法による舗装体内部の応力変形解析
・アスファルト舗装におけるわだち掘れの抑制構造の
開発

第 1 回 （谷村）
・印加電圧による藻類への影響に関する研究
・通電時間による水質への影響に関する研究

第 1 回 （三上）
・震前・震中・震後を考えた地震防災ハンドブックの
作成
・地震時避難所のあり方と充実化の考え方
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